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＜連絡事項＞

· 来週の皮膚科診察は22日（月）に実施されます。東病棟も皮膚科があり、南病棟が

最初です。

＜患者様連絡事項＞

・　向山　忠義様　～　採血の結果、貧血の悪化強い為、9月12日から3回にわたって輸血目的で八戸赤十字病院へ他科受診となっています。9月18日の受診で終了となっています。身体の回復状況や、貧血に伴う症状の再出現に注意し、引き続き観察して行きましょう。
· 内城　由蔵様　～　9月18日より、発熱・咽頭痛出現しています。

　　　　　　　　　　　臨時処方　→　9月18日夕～
　　　　　　　　　　　　　　　総合感冒薬（ＰＬ）3ｇ　3×１／3Ｔ　

予測指示　→　体温38、5℃以上の時、アンヒバ坐薬

　　　　　　　　　　　　症状の変化に注意し、身体状況観察して行きましょう。
・　野月平　チエ様　～　結膜炎に対して、ＡＺ点眼薬が１本継続処方となっています。

充血や痒み等症状の変化に注意し、観察して行きましょう。

· 北山　和子様～左臀部に腫脹、熱感あり主治医診察にて抗菌剤、消炎剤が4日分処方

　　　　　　　　　となっています。状態観察に努めましょう。

· 荒屋敷　チエ様～日赤病院眼科受診の為、25日１０時から14時外出予定です。

　　　　　　　　　　田名部Ｄｒが予約し、予約時間は10：30です。

· 鈴木　サダ様～右足第１趾周辺の疼痛がありナパゲルン軟膏1本処方されました。

　　　　　　　　　痛みなどの症状の変化に注意し観察して行きましょう。

· 村井　八郎様　　～排便コントロールの為、シンラック液1本処方されています。

· 櫛桁　武男様

· 五十嵐　タイ様

· 木ノ下　ツヨ様～左肩痛ありナパゲルン軟膏1本処方されました。

· 五十嵐　タイ様～風邪症状あり総合感冒薬5日分処方されました。

＜転入患者様情報＞　
・　木村　敏様　～　病名　　　　：アルツハイマー型認知症
　　　　　　　　　　主治医　　　：安ヶ平Ｄｒ
　　　　　　　　　　入院形態　　：医療保護
　　　　　　　　　　身体合併症　：高血圧、発作性上室性頻脈、緑内障

オムツ、洗濯：オムツは病院で購入、業者洗濯

バイタル　　：3検

　　　　　　　　　　義歯　　　　：あり
　　◎　三戸病院からの持参薬（10月10日まで）あり。今後の内服は、御家族に確認後、当院での処方に切り替えていく予定。（東病棟連絡することになっている）　　　　　
　　　

◎　社協の車椅子使用中。本人様の車椅子は古いので、御家族が使用させたくないとの事で、私物庫に保管しています。面会時に返却お願いします。
　　

◎　リハビリパンツ持参しています。時折、尿失禁ある程度との事。本人様は着用を嫌がる為、使用していないようです。車椅子でトイレ誘導し、見守りで排泄できるとの事。
· 点眼薬5種あります。用法通り点眼していきましょう。

＜ケア検討～食事＞

· 鳥谷部　國光様～最近、食事摂取量が少なく各食1/3程度です。体重も今年1月に　　

44,9kgでしたが8月には43.5ｋｇに減少し排尿間隔も長くなっています。

　　　　　　　　　→残食チェックを確実に実施する。

　　　　　　　　　　水分摂取を促す。

· 北山　和子様～粥ミキサー、牛乳・汁トロミ食ですが副食が口に合わないと不機嫌に

　　　　　　　　　なる事あります。

　　　　　　　　→主治医に報告し食事形態について検討して行きましょう。

· 永洞　恭子様～全粥・刻み食を摂取中。最近「（食事が）飲み込みづらい。」との訴え

　　　　　　　　　あります。食器を持ちにくそうにしている事も見られます。

　　　　　　　　→経過観察し主治医に報告、食事内容を検討して行く

　　　　　　　　　茶ゼリーを間食・水分補給時に提供していく。







